
自己評価 ・ 外部評価 ・ 運営推進会議活用ツ ール2階ひなたユニット
I I 

タイトル

1 I理念の共有と実践I事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

地域密着型サービスの意義をふまえた

応D. ほとん：ど：で三きていな、
の理念を共有して 実践につなげている

分にできている
ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

ととの ぽできている2 
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事業所地域

I 解や支援の方法などを共有 し、事業所自
ま き なつきあい りでてい い

体が地域の一員として日常的に交流して

い

事業所は、利用者が地域
とつながりなが且

いる
とんどできていない

運営推進会議では、利用者やサービス 筐三
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運営推進会議を活 | の実隊、評価への取り紐み状況等につ

I かした取り組み いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている い

市町村担当者と日頃から連絡を密に取 A.充分にできている

4 I市町村との連携 I
り、事業所 の実情やケアサービスの取り B. ほぽできている

組みを積極的に伝えながら、協力関係を G.あまりできていない

築くように取り組んでいる D. ほとんどできていない

代表者および全て の職員が「介護保険法
A充分にできている

指定基準における禁止の対象となる具体
身体拘束をしない

I 
B. ほぽできている

5 1 的な 行 為」を正しく理解しており、玄関(/)
ケアの実践 G.あまりできていない

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる
D臀ほとんどできていない

ンテーションで理念の説明を行っ

ております。また、毎朝歌のレクリ

エーション前にご利用者様と一緒

に理念を読み、共有及び実践に

繋げております。

今後はもっと交流を持ちたいと思っております。何

新型コロナウィルス流 行 の為、地域
か関りを1寺てることがありましたら教えて頂きたいと

との積極的な交流が難しかったが、5
のご意見について、「地域包括支援センターで行な

類移行に伴い、月2回夜に自治会
っているチームオレンジに参加して意見交換するJ

の防犯パトロールやj1h域滑掃に参
「自治会の防災訓練やフェステイパルに参加しては

加しております。
どうか」「施設で実抱している姐難訓棟に自治会員

の方に参加してもらうのはどうか」とのご意見を頂

＜． 

今年度から外部評価を運営推進会語で行っている

運営推進会請で活動報告や事故報 ことのご意見について、「見えない部分について記

告等を行い、地域の方にご意見を頂 戟が難しい」「運営推進会様の壻で記戟した方が良

いております。今年度より運営推進 いと思うJ「他施設では資料も事前に用意して外部

会譜にて外部評価を行っておりま の方の意見を聞いていた1とのご意見を頂き、今後

す。 改普を行い分かりやすく行なっていくことを検討す

る。

旭区 ・ 泉区 ・南区のケ ースワ ーカー コロナ禍により区役所の方の面会も行えておりませ
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定期的な身体拘束等の適正委員

会の開催と身体的拘束等の適正

化のための指針をフロアごとに設

置して職員が一読出来る環境を

提供しています。自己点検シート

を活用して職員のケアの姿勢を

見直ししております。職員が定期

的に研修に参加をして拘束しな
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A. 充分にできている

り！詣ぽできている 研修は自己を高める為良いことであると思いま

C．あまりできていない 1す

D. ほとんどできていない







日々の様子やケアの実践 ・ 結果、気づきや［充分にできている

個別の記録と実践 工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を ほぽできている
18 1への反映 1共有しながら実践や介護計画の見直しに あまりできていない

活かしている ほとんどできていない

一人ひとりを支える
本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ" I ための事業所の多
れない、柔軟な支援やサー ビスの多機能化

機能化
に取り組んでいる

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
20 I 地域資源との協働 I

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

かかりつけ医の受 I し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
21 I 診支援 の関係を築きながら、適切な医療を受けら

22 l 

れるように支援している

利用者が入院した隙、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

入退院時の医療機 I ように、病院関係者との情報交換や相談に

関との協働 努めていふあるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。

重度化した場合や終末期のあり方につい

重度化や終末期に て、早い段階から本人・家族等と話し合い

23 1向けた方針の共有 を行い、事業所でできることを十分に説明し

と支援 ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り紐んでいる

A.充分にできている

B.ほぽできている

C.あまりできていない

D.ほとんどできていない

A.充分にできている

B.ほぽできている

C．あまりできていない

D.ほとんどできていない

A.充分にできている

B.ほぽできている

C.あまりできていない

D臀ほとんどできていない

A充分にできている

B.ほぽできている

Qあまりできていない

D臀ほとんどできていない

A.充分にできている

B.ほぼできている

C.あまりできていない

D.ぽとんどできていない

24 I::：事故発生
時

1ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

言D.ほ三とんどで三きていな
定期的に行い、実践力を身に付けている

い

日々の生活を記録し、ご利用者

様の何気ない変化に気付けるよ w充分にできている

う職員間で個人ファイルを活用し ほぽできている

て情報共有を行っております。ま あまりできていない
I 何気ない変化は大事だと思います．

た、職員が介護計画を把握し実 ほとんどできていない

践できるよう心掛けています。

遠方のご家族様の場合は受診対 ご家族様より往診医以外の他科受診や通院に対

応を職員が支援しています．ま して依頼があれば対応しています，また、ご利用者

た、ご家族様の葬儀参列の同行 様の状況に応じて介設サービス以外の支援も柔軟

等の柔軟な支援をしています。 に対応しています。

就労支援事業所のパンを定期的

にご利用者様と購入しています。

また地域の清掃活動にも参加し
1

を縮小しているので近隣の病院や施設の行事に参

ております。 加してはどうか」とのご意見を頂きました．

往診医が2名おりご利用者様の

身体にあった医師に担当して頂

いております。医療連携ノートを

活用し往診医と情報共有をしてお

ります。

介護サマリーを作成し、情報共有

しております。入院後は細目に病

院と連絡をとり早期に退院できる

／
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I "戟なし
Cあまりできていない

ように支援しております。 D.ほとんどできていない

ご利用者様とご家族様が分かる

ように詳しく時間をかけ説明して
A充分にできている

〇ぽできている
おります。その際医師とも連携を | 98戟なし

C.あまりできていない
とり医療に関しては詳しい説明を

して頂いております．
D.ほとんどできていない

コロナウイルス感染症拡大の為

に立ち合い訓練は出来ていませ

んでしたが、今後消防訓練の際

に消防士立ち合いにて心肺蘇生

法やAED使用方法の勉強会を

定期的に行なっていく予定です。
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家族や大切な人に本人自らが電話をした
A.充分にできている

38 1雷話や手紙の支援Iり、手紙のやり取りができるように支援を
B.まぽできている

C.あまりできていない
している

D.ほとんどでき ていない

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ
か る 力を活かして、安全かつできるだけ 匡言三

自立した生活が送れるように工夫してい

居心地のよい共用 | る。共用の空間が、利用者にとって不快
39 | 

空間づくり や混乱をまねくような刺激がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、一 ぃ
人ひとりが居心地よく過ごせる ような工夫

をしている

置

40 I 

木人は、自分の思い、願い、日々の
I暮らし方の意向に沿った暮らしができ 芦D.ほとんごどで悶きて

な
いいな

ている し9

本人は、自分の生活歴や友人関係、

I 
本人主体の暮ら I 暮らしの習慣、特徴など様々な情報

41 し をもとに、ケア・支援を受けることがで
きている

木人は、自分の健康面·医療面·安全

42 I 
面 ・環境面について、日々の状況をも

| とに、ケア・支援を受けることができて
いる

本人は、自分のペースで、これまでの

43 I I暮らしの習慣にあった生活ができて

いる

生活の継続性

本人は、自分のなじみのものや、大

44 I I切にしているものを、身近（自室等）
に持つことができている

A.充分にできている
8.まぽで き ている
C.あまりできていない
D臀ほとんどできていない

A.充分にできている
B.ほぼで き ている
Qあまりできていない
Dほとんどで き ていない

A.充分にで き ている
Bほぽできている
C.あまりできていない
D.ほとんどできていない

A充分にできている
B.まぽできている
C.あまりできていない
Dほとんどできていない

ご利用者様の希望によりお電話
やお手紙でコミュニケーションが
とれるように支援しております。

毎月壁の飾りを変え季節を感じ
て頂いております。共有スペース

/
は清潔を保てるように都度掃除し
て頂いております。室温などはご
利用者様にお聞きし室温調整を
行っております。

に沿い、入浴時間や起床時間や
お食事時間を日々行なっていま
す。

入居時に知り得た生活歴を参考
にして新しい環境に慣れるよう利
用者様とお話をしたり、自宅にい
た時と同じように過ごせるよう支
援しています。

ご利用者様に合わせて各専門職
と連携して日々の変化に対応し

I ／たケアを行なっています．

ご自宅で過ごされていた時の習
慣を変えず施設生活が出来るよ
うに支援しております。

ご自宅で使用していた食器や寝

具や家具の持ち込みすることで

住み慣れた環境を施設で提供し
ています。
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解や支援の方法などを共有し、事業所自 類移行に伴い、月2回夜に自治会

っているチームオレンジに参加して意見交換するJ
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「自治会の防災訓絞やフェステイパルに参加しては
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加しております。
どうか」「栴設で実抱している追難削練に自治会貝

の方に参加してもらうのはどうか」とのご意見を頂
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今年度から外部評価を運営推進会詣で行っている

運営推
進

会議では、 利用者やサービス

唇三
運営推進会語で活動報告や事故報 ことのご意見について，f見えない部分について記

3 
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運営推進会議を活 の実際、評価への取り紐み状況等につ
告等を行い、地域の方にご意見を頂 賊が難しい」「運営推進会謙の培で記戟した方が良

かした取り紐み 1いて報告や話し合いを行い、そこでの意
いております。今年度より運営推進 いと思う」f他椋設では資料も事前に用意して外部

見をサービス向上に活かしている い
会謹にて外部評価を行っておりま の方の意見を間いていた」とのご意見を頂き、今後

す。 改善を行い分かりやすく行なっていくことを検討す

る．

4 I市町村との速携

市町村担当 者と日頃から連絡を密に取 A 充分にできている

り、事業所の実情やケアサービスの取り 悼雷ぽできている

紐みを積極的に伝えながら、協力関係を c.あまりできていない

旭区・泉区・南区・瀬谷区のケースワ コロナ禍により区役所の方の面会も行えておりませ

ーカーヘ申請書をお届けした際やお んでしたが。5顛移行に伴い面会等も行なっており

電話でご利用者様の状況報告や必 ますので、ご担当者の方には詳細をお伝えできて

築くように取り組んでいる D.ほとんどできていない I要事項を報告しております。 います．

5
身体拘束をしない

ケアの実践

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体『＼
充分にできている

B.ほぽできている
的な行為」を正しく理解しており、玄関の

c.あまりできていない
施錠を含めて身体拘束をしないケアに取1

D.ほとんどできていない
り紺んでいる

定期的な身休拘束等の適正委員

会の開催と身体的拘束等の適正

化のための指針をフロアごとに設

置して職員が＿読出来る環境を

提供しています。自己点検シート

を活用して職員のケアの姿勢を

見直ししております。職員が定期

的に研修に参加をして拘束しな

いケアの理解・認識を深めており

ます。

A.充分にできている

〇まぼできている

0,あまりできていない

D.ほとんどできていない

研修は自己を高める為良いことであると思います
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